
今年度の実務者協議会の進め方と成果物（案）

第２回協議会（１月頃）
デジタルアーカイブ構築に係る課題検討

• 我が国におけるアーカイブ連携の現状と望ましい在り方について～分野ごとの課題共有

• 地方のアーカイブ機関の現状と課題について

• アーカイブ連携のためのメタデータ標準化に係る課題について

アーカイブの利活用促進に係る課題検討
• メタデータのオープン化、コンテンツの利用条件表示の現状と望ましい在り方について

第３回協議会（３月頃）
デジタルアーカイブ構築に係る課題検討

• 我が国におけるアーカイブ連携の現状と望ましい在り方について～分野ごとの課題共有

アーカイブの利活用促進に係る課題検討
• メタデータのオープン化、コンテンツの利用条件表示の現状と望ましい在り方について

• メタデータ利活用促進のための方策について

２８年度継続課題の整理

○今年度： ３回程度の協議会を開催し、デジタルアーカイブ構築に係る課題、アーカイブの利活用促進に係
る課題に関し、現状と課題の把握及び情報共有を行ったうえで、今後の取組の方向性を共有する

○２８年度： ２７年度の協議会で整理した継続課題について検討を行う

方
針

今
年
度
の
進
め
方

・デジタルアーカイブの構築及び利活用に関する各分野における現況と課題整理

・我が国におけるデジタルアーカイブ連携方針（案）

・メタデータのオープン化及びコンテンツの利用条件表示に関するガイドライン（案）

今年度の成果物（連絡会への報告）想定

資料５



各分野における現況を把握するために必要と想定される項目

○各分野におけるデジタルアーカイブ状況
• メタデータの流通状況（どこかに集約されて公開されているか、メタデータの形式

の標準化は進んでいるか、API提供有無など）

• デジタルコンテンツのアーカイブ状況（主要アーカイブ機関による取組、デジタル

化の先駆的・特徴的な取組、全般的な傾向・問題点など）

• その他、当該分野における特有の状況・事例など

○各分野におけるメタデータのオープン化状況
• メタデータの二次利用条件の種類と傾向（海外動向（CC0等）との比較等）

○デジタルコンテンツの利用条件に関する状況
• デジタルコンテンツの利用条件の種類とその表示の有無

• メタデータ中にライセンス情報を組み込む方法とその普及状況

○統計データ

• 主要アーカイブ機関が保有するデジタルコンテンツ量

• メタデータの公開量
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